
2026年 2月 23日

農教室特別コース 2025年度活動報告
手賀沼トラスト農教室特別コース

1.2025年度活動報告
・2025年度は、退会2名、新会員7名の19名で、特別コースを運営しました。
H各自の回場で、栽培計画にもとづく有機栽培を実践し、結果を栽培報告書にまとめました。
また、課題作物として里芋 (土垂)を栽培しました。

・'22年より開始した城址下協働固場は、5年間の輪作計画に基づいた栽培を実施していましたが、会員
数の増加に伴い個別固場として4面を拡張し、残った1畝に大根を栽培しました。

・'22年より開始した浅野第五固場では大豆を、'24年より開始した浅野第六回場では、ヤーコン、じゃがいも
→里芋 (石川早生、海老芋、筍芋、土垂、八つ頭 )、 白ねぎ、大根、人参の中規模の有機栽培を行い、
良品をえびすにて販売しました。
口'22年に開始した菌ちゃん畝での栽培は、協働固場の拡大に伴い実施できませんでした。
・年4回の定例会に加え、農教室の前後で適宜協働作業を実施し、作業時間は延べ370hr人に上りました。
・栽培した作物を用いて、芋煮会 (山形風く10/26〉、福島風(1/24〉の2回 )を行いました。
・大豆栽培は3年 目で、200Nに作付けし、6/7播種～6/30土寄せ・除草～12/6刈取り～天日干し～12/13
脱穀で、14,4k捷収穫しました。 刈取り～脱穀が一大作業で、全協働作業370hr人 中450/oの 1 68hr人
を費やしました。 2/1日 には皆で手作り味噌を作り、市販大豆との味の違いに感激しました。

・6月 のバス見学会は、実施できませんでした。
・11月そば祭りの「里芋品評会」では、優勝 :熊田さん、準優勝 :松元さん、三位 :宮平さんでした。 '25年 は、
少雨で里芋の出来栄えは総じて良くありませんでしたが、入賞者は、夏季の潅水を始めとした適切な栽
培管理で立派な里芋を栽培しました。

・杉山 裕美子さんは4年間、浮田 敏丸さん、瀬上 照男さんは3年間、佐郷谷 尚子さんは2年間の課程を修
了し、「有機栽培指導者証」を授与されました。

2.2026年度活動計画 (案 )
・2026年度は、退会6名 、新会員3名 の16名でスタートします。
・各自の回場で、栽培計画にもとづく有機栽培を実践し、結果を栽培報告書にまとめます。 また、課題作
物として里芋 (上垂)を栽培します。

・浅野第五固場、浅野第六固場で中規模の有機栽培を行います。「売れる作物」を目指し、良品はえびす
で販売します。 城址下協働回場は、個別固場として活用し、残りは長寿部会が使用します。

・毎月第四土曜日 13～ 15時の定例会に加え、農教室の前後で適宜協働作業を予定します。
栽培した作物を用いて、芋煮会やみそ作りなど行います。

・6月 にハーブ部会と共同でバス見学会を予定します。
日11月 のそば祭りに合わせて里芋品評会を開催します。

3.2025年 度農教室特別コース会員&個別圃場

No. 氏名
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4.2025年 度農教室特別コース協働圃場裁烙結果
(1)城址下協働固場 (Ll)/1.Ox13m=13浦 :秋作として大根を2畝栽培
(2)浅野第六固場(Al～ A17)/15.3x13.3m=203ド (別紙 )
・5年間の輪作計画にもとづく17品種を栽培を計画していたが、じゃがいも、里芋、大根、人参、白ねぎ、
ヤーコンの栽培にとどまった。
<計画>
里芋 (石川早生、海老芋)→そら豆・いんげん→なす→にんにく,玉ねぎ
→人参・秋とうもろこし→かばちゃ。きゅうり・ゴーヤ→大根→じゃがいも
→アスパラ菜・スティックセニョール・ブロッコリー・セロリ

(3)菌ちゃん畝栽培計画 (別紙 )
・4年間の輪作計画にもとづき9品種を栽培し、特別コース、農協室の有機露地栽培との比較検証を行
う計画であつたが、浅野圃場の拡張により対応ができなかった。
<計画>
とうもろこし・枝豆→ほうれん草→かばちゃ→玉ねぎ→おくら→空豆→なす→スティックセニョール

(4)浅野第五圃場 (南側 8.lx39m=316浦
O大豆中規模栽培 :200ドで14.4kgfの 大豆を収穫し、味噌にした。

(5)浅野第六圃場
○里芋 (たけのこ芋、八ツ頭、海老芋、石川早生、土垂 :5種栽培・採種 )
○じゃがいも→○大根、O人参、O白ねぎ、O里芋 を栽培し、商品はえびすにて販売した。
Oヤーコン

5。 2025年度活動結果

(1)集会 :毎月第四土曜日 13～ 15時で定例会実施、年間栽培計画、栽培状況、結果の報告を行う。
(2)協働作業 :農協室の前後で、協働固場における作物栽培を実施。
必要に応じて、特別招集作業を計画。

2025特別コース活動結果

議題 主な行事・作業 間作業

3/22(土 ) 田 /BBQ じゃがいも里芋ヤーコン播種
4/26(上) 1年 間計画 理

5/24(土 ) 玉ね 、にんにく収穫

じゃがいも収穫、な芋尭植、大豆播種 |

し

7/26(土 ) J又権言ぢ美BBQ |

8/23(」L) 人参播種
9/27(土 ) 大根人参秋野菜播種
10/25(」 L) 10/12実施 秋祭り芋煮
11/22(土) .里 品評会
12/27(」 L)

石川早生収穫

1/24(土 ) 1栽 培報告 19-14田遊祭芋煮会② 味噌造り(2/1)
2/28(土 ) 栽培報告
3/29(日 ) 田 え Q じゃ ヽ

6.2026年度計画 (案 )
日浅野第5画場 :大豆栽培 (200浦 )とハーブ栽培を2年輪作 一部を個別固場として運用
日浅野第6固場 :5年輪作計画を継続
□城址下協働固場 :'25年より個別固場を拡張し、'26年は残りを長寿部会が運用する。
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■特別コース協働圃場割
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1.健康長寿部会からの回場拡張要請
□Kl(今大根を植えている畝)を賞与する
□K2～ K4(小澤さん、河上さん個別圃場)まで貸与する
→小澤さんには浮田さん跡に移動していただく必要あり

2.個別圃場の不足 ('26新規入会者数による)
□浅野第六固場A10～A17に個別回場4面を新設する

3.協働圃場の使い方
■大豆200活、里芋70浦、じゃがいも75面を栽培する
□浅野第六に0。9x15mの個別貸出畝を9畝確保し特別コース会員に貸出

A15 A16 A17
じゃ

ねぎ大根
石 川 海老 筍 土垂

個別圃場x2

IB19 B21 B23 B25 B27 B29 B31 B33 B35 1B37

A5

【浅野第五圃場】
39.5m=0.9x44i玖

一春
一秋
一春

秋
一春

４

　

・

　

５

２

　

一　

２

一　

０

　

一　

〇

．　

２

　

一　

２

IB39 IB41 B43

1ヽ松菜

じゃがいも

譲
)

高菜

2026

別

じゃがいも

訳野菜

里芋
にんにく玉ねぎ

K6K5

とうもろこし|

K4K3 K8K7
コーンなす

A14A13A12

個別貸出

大豆

Bl B7B5

ピー

3

ブ

B
一ヽ―

∽

大豆15x13.3=202席



■特別コースだより 2025年 7月

1 はじめに
「特別コース」は、有機農業による家庭菜園指導者の育成を目的に、15面の土地を会員
に割り振り、土づくリズ〕`ら有機栽培に取り組んでいます。皆さん、試行錯誤をしながら、失

敗したり、上手く収穫できたりと、悩みも多いですが楽しくやつています。

◆年は 19名の会員で活動していますが、その一端をご紹介します。

2 はたけ自慢
7月 12日 の農教室の収穫祭後、特別コースでは「はた
け自慢」という各自の畑を紹介する企画がありました。上手

に畑を管理している人もいますし、週末 しか畑に来られな

いので、管理が大変な方もいます。

夏野菜が本番の時期を迎え、トマ ト、ピーマン、きゅうり、

ナス、ゴーヤ、とうもろこし、ズッキーニ、サ トイモなどが

育っていました。私が驚いたのはズッキーニです。うねうね

と望と葉が成長し、その枝本に花が沢山ついて、沢山の実が

なっていました。きゅうりみたいなものだと思つていたの

で、その生えんは驚きでした。また、リーダーは、ミニ トマ

トを斜めに誘SIしていて、そうすると成長 しても高さを抑

えることができるようです。なるほど勉強になります。

3 苦労していること

皆さん、とうもろこしとトマ トに苦力していました。

1)害獣対策

とうもろこしは、害虫よりも、ハクビシンだと周われる害

獣の被害があつたようで、背の低いネットは、簡単によじ登

つてしまうようです。そろそろ収穫と思つていたところ、翌

週に来たら被害にあつていたんもいました。右の写真の防

烏ネットを周りにぐるりとSIき回しているアjは被害にはあ

つていないようで、日方烏ネットが効果的かもしれません。

2)青枯病

亀

トマ トは、青枯病に罹つているものがいくつかありました。青枯病は「ラルス トニア・ソ

ラすセアラム」という細菌によつて引き起こされ、特にナス科植物 (トマ ト、ナス、ピーマ

ン、ジャガイモなど)に深刻な被害をもたらす病気だそうです。この細菌は主壌中に生息し

ていて、罹病した植物の残澄や土壌中で長期 F日]生存し、水とともに移動して健全な植物に伝

染するとのこと。特別コースでも毎年被害が出ているようです。葉つぱが青いまま委れてし

まい、それが故に青枯病と0乎ばれます。放置すると、他に感染する可能性があるので、文田の

外に出して処理するり要があります。ハサミなどから感染する可能性もあります。高温多湿

状態で症状が顕著になるとのこと。水はけの悪い圃場や連作障害もその原因のようです。土

壌中に生息している細菌なので、防ぐ方法はあまりないようですが、取れる対策としては、

幹



太陽熱主壌消毒をしたり、道具を消毒したり、連作を避けたり、水のやり過ぎに注意したり、

発病した株を取り除いたりすることです。

3)太陽熱土壌消毒

太陽熱消毒をやつてみました。 圃場を耕した後
に、透明マルチをズ〕`けているだけですが、lヶ月ぐ

らい太陽光による熱消毒を行うと良いそうです。

夏場の太陽の下では、主壌温度も高くなつて、消毒

も進むことでしょう。 話は逸れますが、透明マル
チをするとすごい量の水蒸気がマルチに付着するのがわかります。 これだけの量の水蒸気
が空中に拡散されているのかと思えば、逆にマルチによる保湿効果が高いことも理解できま

す。 マルチをしているところは、手をいれると、いつもいい感じに湿つていて、ホカホカ
しています。

4 害虫
害虫の話ですが、これまでウリハムシ、アブラムシ、タバコガの幼虫、カメムシ、セスジ

スズメの幼虫、モンシロチョウの幼虫などを見ました。

1)ウ リハムシ

ウリハムシはきゅうりの前に良くつきます。キラキラが嫌いなようで、アルミ箔やキラキ

ラテープを巻いて防ぐようにすると少しは効果があるようです。放っておくと、葉つぱがレ

ース編み状態になつて、光合成ができないので成長しません。ある程度作物が成長すると、

さほどの被害はないような気もします。

2)アプラムシ

アブラムンは、やはり若い芽の裏に隙間なくびつしりとつくことがあります。不思議なの

が、隣通しの株であつても、びっしりとつく株とそうでない株があることです。対策として、

酢の希釈液や木酢液、油せっけんなど試しましたが、結局のところ養生テープでペタペタと

こまめに取り除くのが一番のようです。葉の裏が葉脈で凸凹していると、その隙間にアプラ

ムシが入つて取れないときがあります。そういうときは油石鹸をB欠き付けて殺してから、水

をズ〕`けながら刷毛で洗い流しています。

3)タバコガ

トマトに 3mmぐ らいの点が空いているとそれはタメヾコガ
かオオタノヾコガの幼虫のようです。私のミニトマトもたくさ

んの被害に会いました。青いトマトを食べます。酸つぱくない

のでしょうか。さらに厄介なのが、花や成長点の若葉も食べて

しまうとのこと。そう言えば、花があるべきなのに、花がない

房がいくつもあります。本当ならもっとミニトマトがなつて

いたはすなのにと悔しい思いです。

4)子ガエル
7月の上匂は、畑に沢山の子ガエルがいます。この子たちが、余計な害虫を食べてくれる
ことを期待しています。

(文賣 :作中)
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■特別コースたより                  2025年 10月

特別コースでは、皆さんが色ノマな野菜を育てています。ちょうど季節が香・夏野菜から秋・冬

野菜への折り返し点になりますので、自分なりに半年間の総括をしてみます。

特別コースでは 2.5m× 6.Om=15.Om2の畑を借りて 5～6畝を作ります。私は初 lと`」ヽ者でし
たので、里挙 (課題作物 )、 スナックエンドウ、キュウリ、ミニ トマ ト、ナス、キャベツ、ブロ

ッコリー、ほうれん草、小カブ、オクラなどに挑朝しました。

1 畝 1:ほうれん革と小カブ
畝 1は 3月末にほうれん革と小カブを植えました。
不織布で害虫対策をしましたが、特に難しいこともな

く、5月には沢山収穫できました。初,い者向け作物です
ね。

2 畝 2:キャベツとブロッコリー

畝 2はキャベツとブロッコリーです。4月上匂にポット播種をして、まだ若葉でしたが、す
ぐに畑に移植しました。地温も低かったので黒マルチも使いました。害虫対策のために不織布で

覆いました。いずれも生育は順調でしたが、キャベツは葉が黄色くなつたので追肥をしました。

しかし、その按配が悪かつたのか、生育が止まつてしまいました。しばらく放置していたのです

が、結局、直径で 15cm程にしかならず、八百屋さ
んのような立派なキャベツはできませんでした。ブ

ロッコリーは大きな柁壼ができて収穫できました。

脇芽も期待したのですが、それはできませんでした。

まあ、それでも大きな野菜を初めて作つて収穫もで

きたので嬉しかつたです。

3 畝 3:ミニトマトとオクラとすス
ミニトマトとすスとキュウリは、先輩から「植えすぎると取れすぎて大変。2～3株で十分。」
と間いていたので、一畝に集約しました。いずれも 4月中旬にポットに播種して、ホットカー
ペットで温めながら発芽させました。

ミニトマトは 100均で購入した種です。2株定植し、その後順調に成長、かなりの数の実を
収穫することができました。近所にも配りましたがそれでも余ります。昔、ドライトマトがとて

も美味しかつたことを思い出し、ドライトマトならぬトマトジャムにしてみました。これは大成

功でとても美味しかったです。しかし、6～7段目ぐらいまで進んだところで、タバコガにやら
れました。実に 3mmほどの穴が空き、中に幼虫が巣食つています。実が数個やられる程度なら
良いのですが、どうも頂芽や花を食べるそうで、気づくと花が全音Bなくなっています。葉も弱つ

てきたので、8月に入る前にX」り取つて終わりにしました。他の皆さんは、タバコガの被害より
も、青枯病にかかってしまった方が多いようでした。

ナスは、長ナスを 3本植えましたが、余った苗を畝の端に 3本追加しました。8～9月は子反
つたですが、すスはそんなことおホ着いなしで、8月末頃から鈴なり状態になりました。かなりの
数が収穫できましたし、◆でも取れています。

オクラは、ミニ トマ トとすスの隙間に 2本×3=6本を植えました。
はじめはアプラムシが葉の裏に大量について成長しませんでしたが、

それを養生テープで小まめに取ると順調に生育するようになりまし

た。8月の中旬頃になつてようやく大きくなってきましたね。まあま
あ順調に取れています。しかし、成長すると◆度はワタノメイガの被

害が出ました。奴らは葉を切り取り丸くつないで巣を作ります。中に

は全長 2～ 4cmぐ らいの緑色のイモムンが潜んでいます。見つけに

δ



くいので注意が閉要です。小まめに葉をちぎって処分すると、しばらくはいなくなります。

4 畝 4:スナックエンドウとキュウリ
スナックエンドウは 3月下旬に直播しました。はじめは順調でしたが、うどんこ病にかかり
成長が止まりました。中又穫量も少なく小袋で 1つ程度です。5月末までに早ノマに処分しました。
キュウリは沢山できました。最初の頃、花が咲かなくなつたので困っていたところ、リーダー

から「キュウリは追肥をしないと駄目」と言われ、積極的に追肥をしました。結果、見事に復活

し、かなりの数のキュウリを収穫することができました。成長が止まったときに、余つていた 2
本の苗を追加したので合計で 4本です。しかし、2本でも十分な量のキュウリが確保できまし
た。3月が終わることには葉が枯れ気味になつてきて生産量も落ちてきました。キュウリを食べ

るのも飽きてきたので、ちょうど良い頃合いでした。

ところで、Youtubeで仕入れたネタを一つ。トマトとすスとキュウリを比べると、トマトは
すごく深く根を張るそうです。キュウリは浅く広く根を張ります。ナスはその中間程度とのこと。

トマトはあまり水をやらなくても良いと言われていますが、根が深いので自分で水を探しにい

きます。乾燥地帯の食物の知恵です。逆にあまり水をやりすぎると浅い根に悪い茅響を与えるこ

ともあるようです。キュウリとすスは、トマトに比べると根が広範囲に広がるので、水やりする

ときは、畝間など周囲に水やりしたほうが良いようです。確かに、ミニトマトやナスは水やりを

ほとんどしなくても結構な数の実をつけました。キュウリは、葉つぱがカラカラになるので、よ

く水やりをしました。原産地の気候によって、植物の根の張り方も違うようです。

5 畝 5:里手 (課題作物)
里手は特月Uコ ースの課題作物です。3月下旬に種手の配給がありました。地
中温度が高いほうが良いだろうと思い、植えてから黒マルチで覆いました。マ

ルチがつんつんしてきたら発芽なので、その部分に穴を空けます。里芋は追肥

と上寄せが大事ということなので、夏になったら黒マルチは外し、追肥や上寄

せをしました。◆のところ順調です。先日、セスジスズメガの幼虫が里手の葉

を猛烈な勢いで倉べていました。

里手の隙間には生姜とさつまいもを植えましたが、これらも順調に育つてい

ます。

6 畝 1の後作物

畝 1のほうれん草と小カブは 5月末までに全て収穫しました。その後作に、6月下旬頃に、
芽キャベツとほうれん草と小カプを植えました。しかし、暑さのためか、ことごとく失敗しまし

た。ほうれん革は発芽すらしません。小カブと芽キャベツは発芽しても芽が萎れてしまいます。

かろうして芽キャベツ 2つだけが生き残つています。ほうれん革が駄目なので、7月に入り、
モロヘイヤを試しに植えてみました。これは大成功で、何もしないのにヒョロヒョロと枝が伸び

てきます。人間は若葉を食べるので、頂芽付近の数枚を摘みます。すると脇芽が次から次へと伸

びてきます。また、それを:商みと繰り返すと、収穫量がアップします。エジプト原産だそうです

が、夏の暑さもなんのその、行く度に大量に収穫ができます。枯れるまで無限に食べられそうで

す。

7 総括とこれから
多くの失敗もありましたが、沢山の収穫もありました。初心者である自分としては 70点かな
と思います。しかし、9月に入つても暑いですね。早く、秋・冬野菜を植えたいのですが、気温
が高すぎて、発芽しても萎えてしまいそうです。それでも、3月よりは少し日差しが和らいで来
たので、白菜、大根、ほうれん革、プロッコリー、小カプを植えました。結果、自菜、大根はま

あ順調ですが、ブロッコリーはネキリムシにやられ茎元でちざられやり直し、ほうれん革と小カ

プは暑いせいか芽も出ませんでした。なかなか難しいです。(文責 :作中)
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■特別コースたより 2025年 1¬ 月

特別コースでは、10月 25日 に報告会と手煮会を実施しました。◆回の参加者は 15
名でした。

1 報告会

報告会では、特別コース参加者各自から、現在までの成果と秋冬野菜への対応状況など

が報告されました。皆さんそれぞれ素晴らしい成果を上げたり、苦労したりしているよう

ですが、代表的な話題を取り上げてみますと、
。 さつまいもはとても出来が良かつた。ただし、ネズミかモグラと思われる害獣に部

分的に食べられた人も数名いました。

・ 里手は順調に育つているが、いつ碩収穫したら良いのだろうか。

・ 生姜がとても大きく育つてきていて、収穫が楽しみである。

・ 共同作業で植えていた大豆は、上手く実が入らす失敗であつた。花が咲き、実を付

け始める頃に雨が降らないといけない。

・ 自分の畑の周りと共同圃場の周りはきちんと除革すること。除草も雑草がイ申びすぎ
るとモアでもX」り取れない場合もある。雑革の長さは「馬の耳」の長さが限界であ

る。伸びすぎると雑革が種を撒き散らすので、周辺の農家にも迷惑をかける。

・ ところで「馬の耳」つて何センチだろうか?
・ とうもろこしは上手にできる人とそうでない人がいるのはなぜだろうか。条件はあ
まり変わらないように思う。上手にできても害獣に0べられてしまう人がいるので、

なかなかとうもろこしは難しい。

2 秋冬野菜への対応

暑い日が続いていたので、秋冬野菜への対応については、皆さん遅れているようでした。

多くの方は、ダイコン、にんじん、コカブ、自菜、ブロッコリー、玉ねぎ、にんにく、ス

すップエンドウなどに切り替えているようでした。水菜と小松菜が上手く言つているとい

う人もいました。

せつかく植えたブロッコリーがネキリムシにやられて全滅したとの報告もありました。

ネキリムシ対策に一番良いのは、大きなペットボトルの輪切りを若葉を囲うように設置す

ることだそうです。簡単なので、次からは試してみることにします。

スすップエンドウは、秋に植えて冬越しさせるのが一般的ですが、寒くなると枯れてし

まうこともあるとのこと。そのような場合には、1月頃に植え付けても間に合うの話題も

ありました。

その他、トマトの青枯病対策には、芥子菜を植えて畑にすき込むと良い。にんにくを植

える時は、一晩冷蔵庫に入れてから植えると発芽率ズ〕ヾ向上する。さつまいもの苗は、◆あ

るツルを上手に保管すれば来年の植え付けに使用することができる。ただし、上手くいか

ない場合もあり、フアームでも苗は購入しているなどの話題がありました。

日照時間も短くなつてきており、気温の急激に下がつているようです。もたもたしてい

ると秋冬野菜への切り替えタイミングを失います。私も未だ収穫できている夏野菜への未

練を断ち切り、畑の野菜を切り替えたいと思います。

摩



3 手煮会

報告会の後は、お楽しみの手煮会です。

◆回は山形式の手煮を作りました。

手煮には山形式と福島式があるそう

で、地域によって内容が違うとのこと。ご

存知でしたか ?私は◆回初めて知りまし

た。これらの違いを簡単にまとめると、山

形式は牛肉を使い、福島式は豚肉を使い

ます。山形式は醤油ベースで甘みのある

出汁になりますが、福島式は味噌ベース

だそうです。

◆回の山形式芋煮では、牛肉、里手、長

ネギ、ごぼう、こんにゃく、しめじなどの

具を投入して、大鍋 1杯を作りました。

手薫はとても美味しく仕上がりまし

た。砂糖も入れてありますので甘みがあ

ります。□に入れるとすき焼き風の印象

で、□いっぱいに旨味が広がりました。里

手の出来も、煮え具合も丁度良かつたで

す。皆さんが伺杯かおかわりをして、大鍋

はきれいに空になりました。

4 課題作物「里手」

特別コースの課題作物である里手です

が、11月 29日 のそば祭りの際には皆さ
んに披露されることになります。どうぞ

この半年の成果を見てあげてください。

昨年は、松元リーダーが優勝しました。◆

年も連覇なるでしょうか。

(文責 :作中)
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■特別コースだより                    2026年 1月

昨年のサトイモ (土垂)の品評会は熊田さんが心ヽっちざりで票をさらい優勝しました。去年の優
勝者の松元さんは惜しくも 2位でした。ちなみに私はどこにもヨ|つかかりませんでした。◆年は
もっと精進します。初心者の私ですが、◆回初めてサトイモを育ててみました。先輩諸氏から伺っ

たことや気づいたことについて少しまとめておきます。

1 結論
結論を先に示せば、サトイモを大きく育てるためには、種芋選びと追肥、土寄せ、水やりの 4つ
が重要だということです。

2 種手が重要
サトイモを大きく育てるためには種芋選びが大切です。40～60gの形の良い孫手が良いようで
す。私は勘違いしていて、種手が大きくなつて親手に成長するのだと思つていました。しかしそれ

は間違いで、種手の芽が親芋に成長します。サトイモの皮を剥くとぽつぽつと芽が見えますが、そ

れが成長して親手になるそうです。種手→親芋→子手→孫芋となるそうです。

昨年収穫した親手を植えても良い結果がでるそうです。親手には芽がたくさんついているので、

親手を種手にすると四方に芽が出て複数の親手ができ、それらが大きな株になります。親手から芽

だけを削つて植えても里手はできるそうで、大切なのは丈夫な芽ということになります。

3 マルチも効果的
サトイモを植える時期はまだ寒いこともあるので、マルチを使うと地温も高くなり、親手の成長

に効果的です。私も使ってみましたが、他の誰よりも早く芽が出ていました。しかし、マルチをす

ると追肥と土寄せがやりにくくなります。初めの数ヶ月マルチをして、その後脇芽が出る頃には、

外してしまう方がいいのかもしれません。

4 サトイモの成長過程
サトイモの成長過程ですが、どうも次のような仕組みのようです。

1)種手の芽が成長して親手になります。親芋からは太い葉柄 (ようへい)が出ます。
2)親手の周りに子手ができます。親手の周囲に脇芽が出ますが、この脇芽は子手が成長して芽
が出てきたものです。

3)脇芽を出した子学も大きく成長します。そうするとその子手から孫手が生まれます。
4)種手から親手ができ、親芋から子手が生まれ、子学が周囲に孫手を作ります。ひ孫手ができ
るのかは知りません。半年だと親子 3代ぐらいまでが限界かも知れません。

サトイモを上から見ると、親手の周りには子手がたくさん付いています。子手の周りには孫手が

たくさん付いています。親手を中心にぐるりぐるりと取り囲むように子手と孫手ができます。

また、子芋は親手の肩上につきます。親手が ¬段目だとすれば、子手が 2段日、孫手が 3段目
という感じで、横方向と深さ方向に学が広がります。これを上手に作ることができれば、上から見

ても、横から見てもずっしりと手が連なるサトイモの出来上がりとなります。

5 優勝者のサトイモの場合
◆年の優勝者の熊田さんの報告によれば、種手から子手が 9つでき、孫手が 87できたそうで
す。そうすると一つの親手が 9つに分岐して、9つの子手が再び 9つ程度に分岐していることに
なります。9の 2乗で 81というイメージでしょうか。すごいですね。

6 深耕と土害せ
サトイモの子学は親手の肩上に、同様に孫手は子手の肩上に付くので、放つて置くとサトイモは

土から顔を出してしまいます。そのため、成長に応じて土寄せすることが大事です。手は上に広が

りますが、サ トイモの成長を助けるためには根が深く伸びるようにする閉要があり、深耕が大切で

す。根が深ければ安定して養分と水分を吸収することができます。思いますに、土は良<耕す。そ
して、あまり高畝にせす周囲に上を残し、成長に伴つて土寄せを頻繁に行うべきなのでしょう。

ro



孫手 x87

親手

子手 x9

粋
写真 熊田さんの優勝したサ トイモ

7 追肥
追肥は土寄せのタイミングでやれば良しヽようです。Youtuber諸 氏が語つています。

8 サ トイモの脇芽は切るべきか
脇芽ですが、サ トイモを掘り出してみると脇芽が子手からでていることが分かります。子手から

は孫手が生まれます。孫手に栄養を供給することを者えれば、子手の脇芽は切らないほうが良いで

しょう。しかし、Youtubeを 見ていると、脇芽は切つた方が良いと説明している人もいます。子
手を大きくさせたいなら切つても良いのかも知れません。でも、私の拙い経験で言えば、子手の脇

芽は切つても切つても出てきます。やっぱり切らなしヽ方が良いような気がします。ただし、時ノマ親

手から 2本国の芽が出てしまうことがあるようです。この場合は切つた方が良いようです。しか
し、脇芽が親手から出ているのか、子手から出ているのか分からないですよね。

9 害虫は駆除すべし
去年、大きなセスジスズメガの幼虫が葉についていました。しばらく観察したのですが、猛烈な

勢いで葉をまさにムシャムシャと倉べていきます。 1日 で大きな葉つぱ 1枚ぐらい食べちゃいそ
うなので、見つけたら駆除しましょう。

10手は洗うな、小まめに掃除するべし
品評会に出す場合、サ トイモは水で洗わない方が良いでしょう。水で洗うと上の粘着力でくつつ

いていた子手と孫手がバラバラになります。私は、大きかった株を洗つたらバラバラになつてしま

いました。サ トイモを収穫したらカゴに入れて、そおつと、大切に、周りから、焼き烏の串で丁寧

に丁寧に土落としをするのが良いでしょう。また、茎はある程度ついていたほうが立派に見えるこ

とに気が付きました。錯覚効果だと思いますが、ちょつとは残しても良いと思います。

11せ つせと水やりをする
水やりは大切だそうです。昨年は夏は日照り状態で、畑も乾燥して地害」れが起きていました。雨

が多い時期は良いですが、夏場の日照りのときは、せつせと水やりをしたほうが良いでしょう。

12さて、私の結論
ということで、私は、◆年は形の良い種手を選び、土をよく深耕してから植えることにします。

植え初めは黒マルチをして上を温めて種芋と芽の成長を促します。後から土雪せがやりやすいよ

うに畝はあまり高くせず土を周囲に残しておきます。種手が成長して脇芽が出たら、天候次第です

がマルチを外し、せつせと土寄せをしてついでに追肥もします。快晴が続くようなら水やりも頑張

ります。そうすれば、きっと大きなサ トイモができることでしょう。◆年は 3位以内の入賞を目
指し、しっかり商品のお米をいただきたいと思います。

以上です。私が耳にしたり、感じたりしたことをまとめました。合っているのか、間違っている

のか、分かりませんが、◆年の秋に結果が出ます。とりあえず、話半分で読んでおいてください。

◆年のサ トイモのまとめでした。(文責 :作中)
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皇025年里手品評会結果報告
■2025年里手品評会 :2025/11/29(土) そば暴りと同時開催
■総評 :2025年の里学は、夏季の降雨不足のため総じて不作でした。
14筈の審査員による厳正な評価の結果、l憂勝 :熊田さん (36ポイント)、 準l憂勝 :松元さん (21ポイント)、
三位 :富平さん (司 4ポイント)の結果となりました。
四位 :沼□さん (6ポイント)、 五位 :杉山さん (3ポイント)、 六位 :浮田さん、作中さん (2ポイント)も
健闘しました。
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テーブルビート(ビーツ)

(ヒユ科 )

品種:デトロイトダークレッド

A2

サトイモ

(サトイモ科 )

A3

カボチャ

(ウリ科 )

品種 :ロロン

コンパニオンプランツ

:ネギ (ユリ科 )

Bl

タマネギ

(ユリ科)

B2

サヤエンドウ

(マメ科)

B8

芽キャベツ

(アブラナ科 )
コンパニオンプランツ

:シュンギク(キク科 )

氏名 :木村弘美   2025年度 特別コース栽培計画書

沼側

区画面積

6.lrn× 2.6m
15,9ポ

4.81坪

課題と選定理由など

2025年 2月 27日

区画

番号
3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

Al 播種 収穫

A2 植付け 収穫

A3 播種 植付け 収穫

ネギ
播種 植付け 収穫

Bl 播種 植付け

収穫

B2 播種 植付け

収穫

B3 播 種 本葉5～ 6枚で植付け

|   |
収穫

シュン

ギク

播種 卜適時収穫

今年も引き続き、周り1こ方にご迷惑をおかけしないように、雑草を早め、早めに刈り取り、

管理したいと思います。

今年も、よろしくお願い致します。

・カボチャとネギ、芽キャベツとシュンギクはヨンパニオンプランツとして、配置しました。

出来るだけ,ごみを出さないように、冬でもビニールマルチは使わずに、雑草マルチで栽培
したいと思います。

一番上の表題が表示できなくなつてしまいました。<T.T>
どう1こもならないので、このまま送らせて頂きます。申し訳ありません。 <_>

,4



評価栽培作物 コメント

ビーツ △

一〇

10粒播種したのですが、5株しか芽が出ず、小さめ3株を収穫。

2 サトイモ 課題のサトイモ。3株とも小さめだったが、おいしかった。

3 ゴーャ △ 恵比寿で苗を購入したもの。車の中から3個収穫できた。

カボチャ ◎ 恵比寿で苗を購入したもの。バターナンツカボチヤ7つ収穫。

5タマネギ 一　

一　

一6 芽キャベツ

7

8

91

10

11

12

131

14

151

161

17

18

20251 1 月 8 日
氏名 :木村 弘美 2025  年度 特別コース 栽培報告書

評価 :◎非常に良い  ○良い  △不良  ×失敗  一作付けせず

の

・出来るだけごみを出さないように、ビニールマルチは使わずに、草マルチで栽培するという目標は、

達成できたと思います。が、それだけでは、上手に栽培できるわけではないので、もつと工夫しなく

ては駄 目だなと毎年反省です。

・夏は暑い日が続き、水やりに行けなくって心配していたのですが、草の中で、 ゴーヤも 秋のカボチャ
育っていてくれたので、雑草を繁茂させないようにしながら上手に使っていけたらいいと思います。

。今年も周りの皆様にご迷惑をおかけしないように、雑草を早めに刈り取って行きたいと思っています。

出来ないこともいつぱいありましたが、

今年もどうぞよろしくお願いいたします。

/す



松元 俊彦/芹目  令和7年度 特別コース 栽培計画書
b
12m 14m

2025年 2月 20日
氏名

d

N <城 址側>

区画面積

61mx2 6m
159下

48坪

春菊・レタス共植 (.23～ )<中止>
(3)とうもろこし枝豆共植 ('19～ )<中止>

ｇ
Φ
劇

Ｅ
Ｏ
劇

12m 17m 計  65

<吾 作 >
えんどう豆

a

<秋作>
大根・人参

<呑 作 >
きゆうり&ゴーヤ

b

<秋作>
スティックセニョール
&

玉ねぎ育苗

く T人作～
'>とうもるこし

&
枝豆

C

<秋作>
レタス

く番 f>
里芋 (土垂 )

d

<秋作>
里芋 (保存 )

く春 作 >
ミニトマト&バジ,レ
&

落花生(おおまさり)

e

<秋作>
ニンニク

2026年

<沼側>

2025年

(1)芥子菜による土壊病害虫除去■マトロ場(.20～ ):継続(4/2～ 5/20芥子菜すき込み)
(2)太陽光マルチ殺菌処理(8月実施):スティックセニォール回場(19～ ):継続/c,e固場

(1)トマトネギ
(2)ほうれん車

落花生共植 ('19～ ):継続

輪作7年 目として昨年から継続

調整

(1)輪作計画の変更 :栽培時期を考慮しズッキーニ→きゅうり・ゴーヤに変更、混植を多用/.21より変更
ズッキーニ→ほうれん草→枝豆→春菊→とうもるこし→スティックセニョール→トマト→大根→里芋→王ねぎ→ズッキーニ

きゅうり・ゴーヤ→えんどう豆→大根・人参→とうもろこし→スティックセニョール→トマト・落花生→ニンニク→里芋→ (保存 )
(2)ミユトマト3/18ポケット播種→3/23発芽・移植→5/10植付け(.20～ ):継続
(3)ズッキーニ:玉ねぎの後作のため裁培時期不適→きゅうり・ゴーヤに変更する。('21～ )
(4)玉ねぎ→にんにくに変更 ('22～ )

(5)落花生 (おおまさり):4/20ホ
・
ット播種→5/10植付け収穫せず⇒lo/1o収穫し後作を大根→にんにく('22～ )

(6)ほうれん草・春菊 :播種時期が遅くなるためエンドウ豆に変更('23～ )
(7)里 芋 :催芽処理で播種時期を早める(4/15→ 4/4→ 3/中 /桜開花時)→農教室に合わせる

(1)えびキ、たけのこ芋、土垂:3種催芽処理(3/24)
(2)枝豆 :えんどう豆栽培により中断<継続>とうもるこしのコンパニオンプランツとして栽培
(3)とうもるこしポット播種をやめ直播ぐ20～ )、 穴底植えで早巻きを試みるも失敗('23)→再挑戦
(4)ミニトマト全実生首(121～ )+―株二本仕立て+非摘心・つる降ろし栽培 アイコi継続………千果('19)は裂実が多くアイコに特化

用 6新 規幾培
(1)三浦夫根楔種裁培 (.20～ ):'22で中止 :交雑 X

(2)里芋5種栽培 (土垂、石川早生、人ツ頭、たけのこ芋/'19～ 、えび芋/'20～ )

(6)長なす

(1)支柱類の自製 :竹を利用して支桂類を自製 (2)ポカシ肥自製く'21～ )

(3)バターナッツかばちゃく'21～ )
(8)ヤーコン(23～ )

(4)きゅうり (5)ゴーヤ
19)えんどう豆('23～ )<継続>

下 上 上

< >

a _二 上
太陽熱マル
チ殺菌

ツ19収穫

9/27撤去

<秋作>

b

<春作>
4定植

_L

27ホ フト悟種

ツE～ 9/26収 穫

太陽熱マル
チ殺菌

止
‐，一

~~「
 ~1土垂れ(6)

d
<秋作>

e

マ

<秋作>

7/1

10/10収 穫

< >

4定植

Z20
Z19

10収穫

Z18
Z17

<1,/1収穫

15定植5播種

Z16
Z15

―
ョ

<春作>

<秋作>
Z14
Z13

※購入品 ①種子・首②育苗培土③虜葉土④発酵鶏糞⑤発酵牛糞⑥ホ
・力朔巴(農教室)⑦育苗ホ・ット⑤不織布マルチ③ヒ生―ルマルチ /6



氏名:松元 俊彦

課題の結果

2025年度 特別コース 栽培報告書<輪作7年目>2019～
Nc 穀 焙 作 物 2023結異 /網 掛 け部 は 計 画 作 物
1 えんどう豆 X さやえんどう、スナップえんどう1よ冬越しできず枯れる→年明けにつるなしいんげんを植付け
2 つるなしいんげん )

3

4

白ねぎ
丸おくら

△
一◎ ラF～4/1 -6/15 8-1 り できた1

'241

5 大 根 9/7直播防虫マルチ→ 12/1収種/里作
6 にム′「こく b/o O '2411播種黒マルチ～5/23収穫22/100良品/11/2播種105玉→11/15順 調に発芽生育中
7 きtoう り b ( )

8 ゴーヤ b

9 茎プロッコリー b O
7～ 9

～ 11 ～ /
～ 11

ト

4/11

11

10 はくさい ab

11 とうもとこし △ 4/9ゴールドラッシュ直播3x13透明マルチで発芽促進→5/23間 引き→7/12収穫
○ 7/1

2～

3

8/31

‐２

一
‐３

14 レタス ◎ 9/27直 播～順調に生育中
15 9/28直 播～順調に生育・収穫 幡種時期が遅れ成長不良
16 陣一Ｈ 9/27直 幡 ～ 順 調 に発 芽 す るも成 長 不 良

17 里芋 (上垂 ) d てヽ7～ 8 11/29 7～ の

18
ミニトマト
(アイコ)

△

19 とうん`らし △

3/9アイヨ10鈴なり20ポケット催芽→3/14ポット播種→4/27ハ ウス組立→5/23定植→6/28整枝→7/20～ 8/E収穫
→8/31撤去/苗の水やりを抑制し根腐れ防止、からし菓すき込み省略も青枯れ病はなし、成長期に虫で芽の食
害にあい収量半減、雨除けマルチで食味は良好

1

20 落花生/おおまさり
21 パジル e x15 ( ) 4/10催 芽～4/11セルポット播種～4/30ポット鉢上げ～6/6定植/トマト、長なすと共植し防虫効果を発揮、良作
22 んヽ1ぎちゃ x20.19 播種タイミングをのがし裁培できず

23 たけのこキ x18 ◎ 4/9植付け～6/6除草追肥土寄せ～11/24収穫/4/5良作 芽欠きで親事のみ育てるのがポイント
24 海 老 平 x17 △ 4/9植 付 1サ～ 6/6除童 損 Л巴土 寄 せ ～ 11/24収 罹 ～ マル チ保 存

25 そら豆

26 長なす

て～3/31支 柱立て～4/28-5/18収穫～5/26撤去/マルチ被覆で苗'2411

―ウ12/6 11

△

7～

1

O 2/1

Xl 16

^'3/21
ムシ害 11/1

x15,16

x15,1627 玉ねぎ

協

じやがいも

大豆

1.施肥基準 :肥効率を加味した施肥量に変更 (¢ 0～ ):継続

2.土壊改質の実施

(1)芥子菜による土壌病害虫除去ホマト圃場(20～ ):継続(4/2～ 5/20芥子菜すき込み)・ …2025は実施せず

(2)太陽光マルチ殺菌処理 (8月 実施):スティックセニォール圃場('19～ ):継続/a圃場中●2025年 は実施せず

3.歳焙時期の調整

(1)輪作計画の変更 :栽培時期を考慮しズッキーニ→きゅうり・ゴーヤに変更、混植を多用。

ズッキーニ→ほうれん草→枝豆→春菊→とうもろこし→スティックセニョール→トマト→大根→里芋→玉ねぎ→ズッキーニ

きゅうり→えんどう豆→とうもろこし・枝豆→スティックセニョール→トマト落花生→ニンニク→大根・人参→里芋→腐葉土生成

(2)ミニトマトi3/10播種→3/15発 芽・移植済→5/10植付け(20～ ):継続

(3)ズッキーニ:玉ねぎの後作のため栽培時期不適→きゅうり・ゴーヤに変更する。('21～ )

(4)工ねぎ→にんにくに変更 ('22～ )

(5)落花生(おおまさり):4/20ホ
°
ット播種→5/10植付け収穫せず→10/10収穫し後作をだいこん→にんにく('22～ )

(6)ほうれん草・春菊:播種時期が遅くなるためエンドウ豆に変更 ('23～ ):<新規>→枝豆後レタスと混植

(7)里芋:催芽処理で播種時期を早める(4/15→4/4→ 3/11):継続・・・桜開花時期に植付け

4歳烙方法の改善
(1)えび芋、たけのこ芋、土垂 :3種催芽処理(3/11実施)

(2)枝豆 :ポット播種をやめ直播 (20～ )

(3)とうもろこし:ポット播種をやめ直播(20～ )、 穴底植えで早巻きを試みるも失敗 ('23)、 '24も発芽せず、'251よ透明マルチで発芽促進

(4)ミニトマト全実生苗 (121～ )キー株二本仕立て+非摘心・つる降ろし栽培 アイコi継続中一●●千果('19)は裂実が多くアイコに特化

5コンパニオンプランツの活用

(1)トマト:ネギ共植、落花生共植 ('19～ ):継続

(2)ほうれん草 :春菊・レタス共植 (123～ )

(3)とうもろこし:枝豆共植 ('19～ )

6.支柱類の自製 :竹を利用して支桂麺を自製:O支柱購入はなし

,7



氏名 :宮平 洋美

区画面積

6.lrn× 2.6血

16 だ
5   "子

2025年度 特別コース 栽培計画書

沼側

城址側

2025年 3月  1日

春

秋

2026杢F2025年

①

トウモロコシ

スナップエンドウ

カボチャ

②
サトイモ

ショウガ
ゴーャ

シカクマメ

ル ッコフ

③
ピーマン・シシトウ

トウガラシ

④

ツラマメ

タマネギ

⑤

イチゴ。ニンニク

ナス・ラッカセイ ジャガイモ

コマツナ

カラシナ

日野菜カブ

葉つぱいろいろ

ダイコン

葉ネギ

キャベツ

サニーレタス サツマイモ

エダマメ
ゴマ

ニンニク・イチゴ

ハクサイ

パセリ

ネギ

区画

番号

作 物
3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1

① トウモロヨン

エアマメ

◎種まき

○種まき
|

◎種まき

△定植

0収穫

0収穫

0収穫

コマツナ

カランナ

ロ野菜 カブ

◎種まき

|:§

gg

0収枝

0収穫

0収穫

に2) サトイモ
ショウガ

ゴーャ

○芽出し ◇植付け

◇植付け

③種まき

Э種まき △定植

0収穫

0収穫

●収穫

0収積

ダイコン

業 ネギ

◎種まき

◎f重まき

⑨

シントウ

トウガラン

○種まき

③種まき

①種まき

△定植

△定植

△定植

0収穫

0収穫
|

0収穫

キャベツ ○種まき

○種まき

△定植

△定植 0収積

●収穫

ナス ○種まき   |
①種まき

△定植

△定植

0収校

0収穫

ハクサイ

○種まき △定植

○種まき

10収穫

△定植 ●収穫

∪ ツラマメ

タマネギ

0収穫

0収稜

サツマイモ

ユダマメ ◎種まき

③種まき

◇植付け

△定植

0収積

0収穫

0収穫

③ イチゴ

_ンニク

ジャガイモ ◇植付け

●収穫

●収穫

0収稜

イチゴ

長ネギ 0種まき

◆ランナー苗取り

10収穫

今年こそ草を生かし自然農法を目指す。よい上、よい苗作りをする。

連鎖障害を気にせず相性のよい野菜を混植し何品目の野菜を栽培できるかチャレンジする。

圃場周りに緑肥を生かし生物が棲める環境作りをする。

選定理由

自給自足を目的とした有機無農薬の野菜作りを限られた狭い圃場でも連作障害を

気にすることもなく、食べたい美味しい野菜をたくさん作りたい。

課題

,8



評価

○春 トウモロコシ

栽培作物

カボチャ

2

シカクマメ

3

4

タマネギ

ノラマメ ○

○

◎5 ジャガイモ

イチゴ ◎

秋 1

○

◎葉っぱいろいろ

ニンニク

2

△3 キャベツ

ダイコン,葉ネギ

サニーレタス

ハクサイ

パセリ

コメント

10ヶ所に3粒播種、虫害にあつたがヤングコーンと一本づつの収穫できた

◎ 育苗にて3株植付け、立体栽培にて次々と大小2個づつ収穫 うどんこ病になるもその後も実を付け収穫できた

サトイモ 〇

一◎

芽出し後、植付け日陰対策の作戦で栽培も失敗 光合成も大切と再認識

ゴーャ サトイモ日陰対策に 育苗にて2株植付け成長の勢いが止まらずたくさん収獲できたが・…

◎ サトイモ日陰対策に 育苗にて2株植付け成長の勢いが止まらずたくさん収獲できたが・…

ピーマン・トウガラシシシトウ ○ 育苗にてパプリカと3種類の混植、収穫できるも3種は暑さで枯れる パプリカ長期間実がついた

ナス・ラッカセイ ◎ 育苗にてナス2株、間におおまさり1株どちらも大株となり多くの収穫ができた。

育苗にて6株植付け早めの摘心にてアブラムシ害なく小ぶりながら収穫 豆板醤作ることが出来た

育苗苗にてノラマメ両脇に15本づつ植付け小さいながらも収穫できた

芽の出た種芋4個植付け、多くの収穫できた

ランナー苗から4株植付け、大株となり多くの大きな実を付け収穫ができた

イチゴの間に5個のエンニク植付け小さいながらも収穫できた

シュンギクの囲いの中で、カブ、カラシナ、ミズナ、ラディッシュ、ニラ、エシャレット混植。害虫被害もなし

育苗にて2種類の植付けサニーレタスと混植で害虫被害もなく生育、定植遅すぎた

△ 育苗にて植付け、定植遅すぎ生育不足

△ 育苗にて植付けサニーレタスと混植で害虫被害もなく生育、定植遅すぎ結球せず

サツマイモ ◎ 5株の苗を植付け、大株に育ち多くの収穫ができた4

エダマメ。ゴマ X I直播発芽するも生育せず

春植え苗からランナー子株多数株取りできた◎チゴ

5 ニンニク

ネギ・ジャガイモ

ハイビスカスローゼ

春植え交互栽培、ネギ直播生育中 秋ジャガ小さいながらも収穫できた

育苗にて2株イチゴの隙間に植付け、小いさいながらも収穫 ローゼルジャムを作ることが出来た

○

○

2025年 12月  13日

氏名: 宮平 洋美  2025年度__特丹lJコース 武培報告書

評価 :◎非常に良い ○良い △不良  ×失敗  ―作付けせず

課題の

/7

今年は早い時期から気温が高く、種まき。育苗に今までにない苦労があつた

引き続き、黒マルチ、防虫ネットなどの資材を使わずに草、藁、もみ殻など天然資材を利用しての栽培

同じ圃場で相性の良い野菜を混植と春作と秋作で交互栽培  → イチゴ&ニンニク、ジャガィモ&ネギ
種からの栽培 → すべての野菜を栽培できた (イチゴはランナーから)

サトイモ栽培に暑さ対策として三面にカボチャ・ゴーヤ・シカクマメを立体栽培し日陰作りを実施
→ゴーヤ。シカクマメがジャングルの様に育ち手前南側のサトイモは子株で早くに枯れる

作戦は失敗し上手く栽培できなかつたが、光合成は大切との検証が出来たのではないかと思います

はたまたゴーヤ・シカクマメの勢いに栄養を取られてしまったか…・

一番の課題である自給自足の作付けチャレンジに今年は36品 目育てることが出来た

有機無農薬野菜を安心して食べるれるのはこれほどいいものはないと恵みに感謝

今期試してよかったこと → ナスの更新選定を一度にせず収穫後に切るを早いうちからすると秋ナスまで長期間

途切れることなく収穫ができる。(お陰で秋作の植え付けが遅れましたが・中)



氏名

区画

面積

6.  1

沼口和子

'召

俣」

里芋

生姜

26

15.9席

2025年 度特別コース栽培計画書 令和 7年 2月 24日

城址側

2026年度

種まき 植つけ 収穫

4. 81

ほうれん車

レタス

2025年

課題と選定理由など

A B C D E F

トマト

茄子

玉ねぎ
(11月植え付け

胡瓜

春菊

)

長ネギ

エンエク

0月～6月)収 穫

落花生

ジャガイモ

大根

玉葱

0月～6月)収穫

人参

ニンニク
(9月植付)

オクラ

ニガウリ

区画 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2
← 収穫

!よ フイしん早  く状 否 ざノ 種まき→ 収穫→A
レタス

トマ ト ←  J又穫

B
収 穫

(玉葱 )

←収穫→く百月刀氏)

C
←収穫→

(ニ ンニク)

(落花生)D
(収穫 )

E
い ←収穫→

(大根 ) ←収穫→E
|オ クラ ←収穫→

←収穫→

く人参) ←収穫→

(ニ ンニク)

F

ニガウ イ又刑霊

A
里芋  昨年は株間を余り取らず植え付け、大きさに違いがありました。畝3個位と思います。
ほうれん草冬場の甘く美味しく作りたいとかんがいます

レタス 肥料と気候が関係すると思います。 (育苗)
トマ ト

茄子

根周りの細菌の配慮とコンパニオンプランツにニラをとおもいます

接ぎ木苗と考えています。沢山の実をつけたいと思います。

C
胡瓜 ウリハムシとの戦いかと思います。秋にも栽培とも思います。

胡瓜の後と秋まきでと思いま巧。春菊

D 落花生 周りの作物が大きくなりすぎ不作でした。今年はまめに草とりをしたいと思います。

E
いや力tいもマルチなしで作りたい思います

大根  早めに種まきし大きくしたいです

F
人参  人参だけの畝が良いと思います
ニガウリ人参の妨げにならないかなとおもいます ノθ



栽培作物 評価 コメント

春    1 里芋 ◎ 沢山の実を付けました

2 トマ ト ○ 甘 くて、美味 しかったです

3 なす ○ 水ナスで柔 らかく 沢山できました

4 胡瓜 ○ ウリハムシとの戦いで大変でした

5 _ン ニク ○ 国産のニンニク苗ですがよくできたと思います。

6 落花生 X 毎回栽培しているのですが 実がつきません
7 ジャガイモ ○ 沢山の実 りは限界がある

8 ニガウリ ◎ 去年の種まき沢山収穫できました

9 大根 X 大根の種まき 遅くなり 収穫出来ず
10 オクラ ◎ 出来は良かったです 早く収穫することが必要です

11 玉葱 ○ 市販の苗の栽培  腐れが多くでました

12 長ネギ ◎ 植替えを何回して  自身が多く甘く美味しかったです
13 一ロユ
枝 X 実が大きくなりません

秋 1 大根 栽培中

4 人参 〃

5 _ン ニク 〃

6 玉葱 〃

7 レタス 〃

8 春菊 〃

氏名  沼口和子

評価 :◎非常に良い

課題の結果

令和7年 12月 10日

2025年 特別コース 栽培報告書

○良い  △不良  ×失敗  ―作付けせず

①枝豆 毎回水をかけて栽培しているのですが 葉と茎が大きくなり実がなりません
肥料が関係 していると思います

②里芋 今年はサトイモのところに動物の寝床がいつも在り

サ トイモにとってはどうなのかと考えております

③なす 春の収穫の後で秋なすに枝を選別作業しましたが暑さのせいか収穫はできませんでした

今年は夏の季節が長く  そのまま栽培で良かったおもいます

①  毎年 栽培しているのですが あまり収穫ができません
落花生 豆類の栽培は畑の環境も影響 していると 感慨ます

⑤胡瓜 春の胡瓜は沢山実を付けました  真っ直ぐ胡瓜はなかなかできません
秋収穫の種は畑から大きくなり   実をつけたのですが ウリハムシにて全滅です

グ/
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氏名:杉山 俗美子   2025年度 特別コース 栽培報告書 2025/1/24

:◎非常に い○良い△不良×

課題の結果

・毎年 トマトが途中から青枯れ病になるため、12月 にからし菜を直播きし、成長したところで4/26に

刻んで、米ぬかと一緒に畑にすきこみ、ビニールで覆い、5/23にはずす。2週間ガス抜きをして、苗
を植え付けた。それでも、途中から枯れてしまった。あの畑の青枯れ病を除くことはできないの

か?!畑の上に合った植物を育てるのがよいのか ?

・畑の周囲にエンバクを播き成長 したら刈り取つてマルチに使用した。酷暑と水不足の夏にはもっと水や

りを増やす必要があつた。

Z]

栽培作物 評価 コメン ト

1
ヽ
ミ マト ト △

12月 にからし菜を播種 し、4月 に米ぬかと一緒にすきこみ、消毒。育菌し

て、植え付け、途中まで生育良好、収穫できたが、途中青枯れ病になる。

2 中玉 トマト × 育苗し、植付け、成育まで時間がかかり、途中青枯れ病になる。

3 ナ ス O
中長ナス、とろとろステーキナス、長太ナス、水ナス、を植えたが、どれも

成育よく、たくさん収穫できた。

4 ピーマン ○ 生育良好。小ぶりだがたくさん収穫できた。

5 とうもろこし ◎

4/11.ゴールドラッシュを直播き。防虫ネット使用、生育良好。7/12.5本収

穫。大きさ、粒入りもよく、味もとってもおいしかった。その後周囲をネッ

トで覆い、害獣被害もなく、実は小さかったが、10本位収穫できた。

6 枝豆 X

湯上り娘を直播き。生育良好であったが、葉が異常に繁って密生し、実入り

が悪く、虫食いだらけでほとんど収穫できず。肥料過多であつたのか ?

7 とうがらし ○ 生育良好。収穫まあまあ

8 里芋 O
生育良好だったが、大きさはいまひとつだった。夏の時期に草マルチはした

が、もっと水やりが必要だつた。

9 しょうが ◎ 里事の間に植付け。生育良好。収穫多数。

10 バジル ○ ミニトマトの間に直播き。 トマトが枯れた後も生育良好。



2025年度 牛寺月」コース テ哉堤子辛限1彗書

区画面積

6.lmx2,6m
15,9活

4.811平

城址側

2025年 3月 3日

中本寸おつこ

:収穫

B

'召

狽」

E

定植

C

国 播種

A D

区画 作物 科名
2022年 (月 )

3 4 5 6 フ 8 9 10 11 12

A にんにく ヒガンノヾナ不斗

A 大根 アブラナ科
B じやがいも ナス不斗

B なす ナス科

C 里芋 サトイモ不斗

D さつまいも ヒルガオ不斗

E オクラ アオイイ斗
十一〓
ロ 9種

課題・選定理由など

【選定理由】

大オ艮とオクラ(よj番不重から挑戦

昨年豊作だつたなす(よ今年も栽培

【課題】

昨年から引き続き土壌づくりが課題

郷



2025年度特別コース栽培報告書 2025年 12月 23日

中村 おつこ

区画面積

6.lmX2.6m

15,9∬

481坪

剛　　緯 園 :定植   ||1日 :収穫

A B C D E

区回 伸協 尉名 2025年 (月 )

4 5 ・７ 8 9 10 11- ■2

A

A
にスンにく ヒガンバナ

大根 アブラナ

B じゃ力`いも ナス

B なす ナス

C 里芋 サトイモ

D さつまいも(紅はるか) ヒルガオ

E 丸オクラ アオイ

課題とした土壊づくりは、刈り取つた草等を活用し微生物が好む環境作りを行つた結果、

上の塊が少なくなり柔らかくなった印象

6月 から10月 頃まで猛暑のうえ降雨量も少なかった中で、

収量が少なかったもの :にんにく、里芋、なす

収量が多かつたもの:丸オクラ、さつまいも、大根、じゃがいも

潅水に加え、遮光、遮熱などの対策が必要だと感じた

ク年



イ
畝幅 80cm

施肥量

2300g

キ

ク

ロ

畝幅 80cm

施肥量

2200g

サ

ト

イ

モ

ハ

畝幅 80cm

施肥量

1300g

人

参

畝幅 80cm

施肥量

600g

大

根

ホ
畝幅 80cm

施肥量

1400g

ト

マ
ト

畝幅 80cm

（
ネ
ギ

）

ジ

ヤ
ガ
イ

モ

施肥量

1000g

へ ト
畝幅 80cm

（
ネ

ギ

）

ジ

ヤ
ガ

イ

モ

施肥量

1000g

氏名:浮田敏丸 令和7年度 特別コース 栽培計画書

区画面積

6.lrn× 2.6m
15。 9ポ
4.81坪

7

キク

サトイモ

ハ

ホ

ヘ

令和7年 2月 22日

チ

畝幅

50cm

ネ

ギ

イ

　
　
ロ

施肥量

300g

沼側

8

(5/17日 頃)押し芽 (6/21日 頃)施肥・定植 (7/26日 頃)除草・摘芯.(8月 23日 頃)除草・追肥・摘芯 (9/20日 頃)除草・追肥

○ ‐ H‐ H△
―
△
―
△
―
△ ‐‐ ‐ ‐ ‐ ◎ (11月 中旬)切り花収積女合め

○
―
△‐‐‐‐△

―

          ◎ (11/23日 頃)収穫
(4/26日 頃)植付    (7/5日 頃)除草・土寄せ
|  (5/31日 頃)除草・追肥・土寄せ    (8/24日 頃)除草

ニンジン|(3/29日 頃)播種 (4月 中旬)間引き,中耕・除草・土寄せ

OH△         ◎ (7月上旬)収穫

ダイコン (3/29日 頃)播種 (4月 中旬)問引き
。中耕・除章・土寄せ

OH△          ◎ (7月上旬)収穫

トマト3/22日 頃播種1   6/21日 頃定植その後除章・追肥'上寄せ

○ △      ◎ (8月中旬頃)収穫始め

(3/15日 頃)植付   (4/26日 頃)除草・土寄せ

OH△ H□ ‐‐‐‐‐◎ ※へ・卜畝にネギ苗を定植し、栽培する。

ト
(4/5日 頃)出芽・除草・土寄せ (6/14日 頃)収穫

(9月 上旬)除草・土寄

チ
(3/15日 頃)播種  育 苗  (7月 上旬)慮値 (8月 上旬)除草・土寄  (10月 上旬)除車・土寄

△
―
△
―
△ (11月 下旬)収穫始め

など

31 4  5 1 6  7  8 9    10   11   12    1    2

1キク:購入した中キク(切り花)を押し芽により育苗、有機肥料 (鶏糞)での栽培に挑戦する。

2サトイモ:元月巴を主体とし追肥は、30日 後除草時の1回限りとする。元肥は溝肥、追肥は表面施月巴。

3ニンジン、ダイコン:岐根、曲がり根がでないよう播種前に施肥のうえ、よく耕す。

4トマト:種を播種、育苗からの栽培に挑戦する。施肥は元肥主体で追肥は状況により行う。

5ジャガイモ :元肥の半分を溝肥、残り半分を表面施肥で栽培し、追肥はしない。

6キク、トマトで支柱を使用、出来るだけ農業資材を使用しない栽培とする。

7施月巴量は鶏糞を元肥。追肥は状況により鶏糞又はばかし肥を施す。

ク心



2025/12/14
氏名:浮田敏九 ― ス

―●トジマ

3ノ

|マクワ】

7

×

イ キク

ヽ 1 0株 (4株発芽しなかつた。
6/28日
7

11/22日 たも

モ・

3/14日 え イモ

30

4/5日 ・追月巴・土
28
+11/22日 全収穫。一番よいものを出品した。

3/13日

|きしたもの一握りをかき揚げにした。

14/26日 ※問づ|きした柔らかいもの一提りをサンマイモとのかき揚げにした。

ダイコン

8

4/5日 ※ lヶ所3本を夕年し問引き、塩もみにした。
6 ※ 1 塩もみにした。

○

ホ

13/13日

出芽、ダイコン を考えた。

。以後 欠 き

8/16日 ○

ガイモ
13 りやや小さいもの モ に

4/5日
9 △ 7

チ

3

4/5日

チ

6/19日 ○

6/19日 て。以

26

6/19日 て。以
7/5日

8/16日 ○

イモ

6/19日

11/22日

6/19日 追肥。
ら

7/5日 の しし

【秋作】ダイコン

3日

12/13日 16本

五 寸

8/16日
13

10/19日

き。除草
110/19日

■2/13日       |
|き

へ●ト モ

9日

17/5日 ・土寄せ
7/26日

1 日

○

寸 ・金時人参以外は
キ ク

なヽかったことが

12/13日

司 は

良作と思う。

い  △不 × ブ7



氏名  瀬上 照男/3年目 令和7年度 特別コース 栽培計画書

b        c        d e

2025年 2月 23日

計  65

区画番号 ; a

N <城 址側>

区画面積

6.lmx2 6m

15.9浦

4.8坪

<沼側 >

2025年

など

1.湿潤な土壌に合わせて栽培作物を選定しました。
2.元肥・追肥は馬糞堆肥とばかし肥だけを使用し、上壌中の微生物を活発にします。
3.草マルチで雑草の防除と肥沃な土壊を目指します。

Ｅ
ｏ
．劇

Ｅ
ｏ
ミ

2026年

恥
鶴

<春作>
ゴーヤ
ニラ

<秋作>
大根

<春作>
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ピーマン

<秋作>
ホウレン草

<春作>
小松菜

葉ダイコン

<秋作>
大豆

<春作>
カボチャ

<秋作>
小松菜

春菊

<春作>
エンドウ

<秋作>
白菜

<春作>
里芋

<秋作>
空豆
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上下中
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上
作物

カボチャ

小松菜

春菊

小松菜

葉ダイコン

大豆

ナス(2種類)

ピーマン

ホウレン草

大根

フ

ゴーヤ

区画

番号

a
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「 |
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C

d
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2026年  1月  11日

氏名:瀬上照男 令和 7年度 特別コース 栽培報告書

評価 :◎非常に良い ○良い △不良  ×失敗  ―作付けせず

課題の結果

1水菜・小松菜・大根等のアブラナ科は良く育った。蒔きどきさえ間違えなければ不耕起・無肥料でも育てられる。

2スナップエンドウ。オクラ・里芋等は成長が遅く大きく育たなかった。粘土質だと耕して元肥を入れないと根張りが悪い

のだと思う。

3草マルチが肥料になると思つたがすぐに大きな効果はでないようだ。

ゼ?

3

4 水菜 ◎

6 小松菜

2・ 3本ずつ植えて分葉した株を他の圃場に移植した。

栽培作物 コメント

| ス ナップエンドウ ○
秋植えして行燈で冬越した。春から収穫できたが背丈ぐらいで急に枯れてしまった。収量はそこ
そこあつた。

2 オ クラ ○
不耕起・無肥料の畝にタネを蒔いたら発芽したが
はそこそこあつた。

、成長が遅く肩ぐらいで枯れてしまった。収量

里芋 ○ |
元月巴を入れなかったためか成長が遅く大きくならなかったc。 元肥と水やりをしなかったためだと

思う。

不耕起・無肥料、条撒きで良く発芽し成長した。間引きながら収獲した。

5大根 ○ 不耕起・無肥料、条撒きで良く発芽し成長した。サイズは少し小さいが間引きながら収獲した。

◎ 1不耕起・無肥料、条撒きで良く発芽し成長した。間引きながら収獲した。

7 ホウレンソウ ○
不耕起・無肥料、条撒きで時間がかかつたが発芽し成長した。サイズは少し小さいが間引きなが
ら収獲した。

81 自菜 △
1苗を定植。ビニールトンネルして葉っぱは大きくなったが結球しなかった。肥料不足と定植が遅
|かっためだと,思う。

9 レタス ○ 1苗を定植。ビニールトンネルしてサイズは少し小さいが収獲できた。

10ニラ △ i雑草に埋もれてしまい成長不良だったので他の圃場に移植した。

11ネギ △

12キャベツ・ブロッコリー |―

13青シツ

14 人参
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氏名:熊田宮夫 (2年目) 2025年度特別コース 栽培計画書  2025/3/1

沼側
1.2 1.2 1.2 1.2

区画面積

6.11■ ×2.61■

15,9ポ

4.81坪

2.6

2 2026

①

じやが芋

(ナス科)

9-12

大根

(アプラナ科)

⑫

里芋

(さといも科)

③

さつま芋

(とァレカ
゛
オ科)

10～翌5

ニンニク  |
(ヒガンバナ科

④
4～ 8

ズッキーニ

(うり科)

9-12

人参 (せり科 )

(セリ科 )

③

枝豆

(マメ科)

9-12
′Jヽかり誤

(アブラナ科)

区画F
番号
3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

降)(ナス|

)な ,
① 植 → 収穫

|

大根 (あぶ |
種蒔き―

→ 収穫

トイモ )
②

里手 (サ
植付一 司 l見穫

ニンニク  収 しそこく(ヒ ゲンバナ ; 斗)ミいも(ヒルガオ)
| |③

斐 さつモ
→ 植件

に
→ 収警

人参 (せり)
④ ポット 植

ズッキーニ

重鵡
…

収穫 心

′Jヽかぶ (ア
⑤ |

植
|

マ

持 収穫 … → 収
―

|

雙

5畝 5年替える科目違い野菜を選択

作物と肥料の関係で果実の成果を確認したい

づ等



2025年1 12月 14日

氏名 :熊 田富夫 コー ス

評価

2

脇芽3本仕立て追肥 (鶏糞)2回、土寄せ 2回で大きな芋が採れました

9/24播種 12月 にはまぁまぁの大きさで収穫できました

品評会1位 この評価を受けたことはビックリでした

コメント栽培作物

1 ジャガイモ 男爵 ) ◎

○後作 大根

里芋 ◎

効
心
．

一粒の種芋から小芋9、 孫芋連なる芋77Σ 86ク 上出来でした

1前任者( (宮坂さん(優勝経験有))の指導の下追肥、水やり、土寄せ頑張りました

3 ンニク |◎ 5月 収穫 中国産の種でしたが上出来でした

3 いも ◎ 1元肥は堆肥で

1弦3本仕立て伸び放題

土寄せ2回

弦寄せ 2回

10/15収穫

後作 ニンニク 順調に芽が出て越冬状況

4 ズッキーニ ◎ 1種はポットまきで移植、良好な出来栄えで食べても美味しかつたです

後作 人参 ○ 9/14播種 )庚調に育ち12月 に入り2回 日の間引きしたものは甘くて美味

5 枝豆 × 5月 に播種 元肥やらず 発芽して背丈40センチ位になりましたが輪に

実が入つておらず惨敗

後作 月ヽ太り大根 ◎ 9/24播種 )贋調に育ち12月 収穫、甘くて美味

評価 :◎非常に良い ○良い △不良  ×失敗  一作付けせず

課題の結果
5畝隔連作準備OK月巴料の効き目は再確認を要します

概ね良く出来

里芋の1位入賞は想定外でした

作物の繁殖の仕方が実体験出来、その助けを肥料・水。お天道様の力を借り

又天敵から守つてあげてその果実を頂く、手を懸けてやる事の大事さを

教わりました

有機栽培による食の豊かさ、素晴らしい学びがありました

課題は、水やりと除草 自宅から距離あり土曜ともう一 日と思ってましたが

なかなか野暮用に振り回されて遠のいてましたが足を運ぶ事の大事さを痛感

通い数を多くする事だと思います

∂」



氏名:沓澤浩志」2 令和 7年度 特男Uコース 栽培 i計画書  令和7年 3月 1日

区画面積

6.lrn× 2.6m
15。9ポ
4.81坪

城址側

2025年 2026年

畝幅 120cm X 5畝
― ― ― … … ■ ― ― ― ― … … T~~~~~~ド ~~~~~¬ … ― ― ― ~~

か

草
|

!

!

!

な

里芋

根菜類

施肥量

春 :ナス

果菜類

施肥量 :

春 :大根

根菜類

施肥量 :

秋 :春菊

葉菜類

施肥量

春 ズッキーニ

果菜類

施肥量 :

秋 :カブ

根菜類

施肥量 :

春 :さつまいも

根菜類

施肥量 :

秋 :玉ねぎ

根菜類

施肥量

秋 :ほうれん

葉来類

施肥量 :

生姜

根菜類

施肥量

区画

番号
3    4    5    6    7    8    9    10   11   12    1    2

3/末 7/上 9/中 11/末

あ

　

　

　

か

大根播種 大根収穫 春菊播種 春菊収穫

4/頭 どこかで生姜 11/中

さといも播種 さといも収穫

4/中 7/末 9/末 11/末

さ
ズッキーニ幡種 ズッキーニ収積 カブ播種 カブ収穫

4/中 6/中 9/末 12/頭

た

ナス播種 ナス収穫 ほうれん草播種 ほうれん寧収穫

5/中 10/末 12/頭

な
さつまいも橋種 さつまいも収穫 たまねぎ播種

と選定理由など

初めての経験なので自分の好きな食べ物を選定しました。
カブは柏市の代表的な野菜なので是非チャレンジしたいと考えております。

しながら栽培していきたいと考えております。

%



2026年 1月 7日

氏名 :沓澤 浩志 2025年度 特別コース 栽培報告書

評価 コメント

1

7

8

オクラ

ヒ
°
―ターコーン

栽培作物

春菊

| ×

|○
×

△

花が咲く迄放置してしまった。

10本程度収穫出来、まずまずの出来

枯れてしまった。

さやの中に豆が付かず。

2 スナップエンドウ

△ 2～ 3本収穫出来たが、全体的にいまいち。

△ 全体的にいまいち。

△ 2～ 3本収穫出来たが、味は今いち。

ブロコンリー

○

4かわいい大根

5大さや枝豆

早生枝豆

栄え。

9 ヽヽヽ マ △ト ト

11

13

12

10 なす △ 2～ 3本収穫出来たが、味は今いち。

△ 大きく育たず

ある程度収穫出来た。

何個が収穫出来た。

さといも

16

15

18

20

17i

19

評価 :◎非常に良い ○良い △不良  ×失敗  ―作付けせず

の

3～ 4月 は頻繁に畑に出向き手入れが出来たが、大雨の影響で畑が水没してしまい、

作物がダメになった。
7月 頃から畑に行けなくなり、手入れが出来ず雑草の宝庫にしてしまった事は、周りにも悪影響を

与えてしまい、猛省しております。

仕事の関係で特別教室は中退致しますが、復学時には、今年度の経験を活かし、美味しい野菜

を栽培できるよう工夫していきたいと存じます。

F7
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氏名 :作中 秀行

区画面積

6.lm× 26m
1586 n百

4,806 

“

平

2025年度 特別コース 栽培計画書 2025年 2月 28日

オクラ

(アオイ科 )

ダイコン

(アブラナ科)

A C

玉ねぎ
(ユリ科)

キュウリ
(ウリ科)

白菜
(アブラナ科)

D

ミニトマト

(ナス科 )

ブロッコリー

(アブラナ科 )

ホウレンソウ

(ヒユ科)

E

サトイモ

(サトイモ科 )

F

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2

A

C

D

1

E

ミニトマ

一植付

・連作障害はできるだけ回避すべく検討した。
・オクラ    播種する。種をまく前に、一晩水に浸けておく。発芽後、間引き。

肥料切れを起こさないように、元肥をしつかり。乾燥に弱い。

収穫が遅れると、実が硬くなり風味が落ちる。連作を嫌う。

害虫 (アプラムシ、ヨトウムシなど)が発生しやすい。
・きゆうり    今年は苗から。支柱を立てる。元肥と追肥をしっかりと行う。乾燥に弱い。
・ミニトマト   今年は苗から。支柱を立てる。元肥と追肥をしつかりと行う。乾燥に弱い。

わき芽を摘み取り、一本仕立てにする。
・ブロッコリー  今年は苗から。防虫ネット。元1巴と追肥をしつかりと行う。乾燥に弱い。

頂花吉を収穫した後も、側花蓄が次々と出てくる。収穫が長い。

気温が高くなる前に収穫を終える
・ダイコンと玉ねぎ   トラスト農教室のスケジュールに合わせる。にんにくも少し植えたい。
・白菜     本葉が2～ 3枚になったら間引き、株間30～ 40cm程度、品種によつて時期がある、難しそうなら変更

気温が低い場合は、ビユールなどで覆つて保温、防虫ネット、早く巻くと病気・害虫、遅いと寒さ
・ほうれん草  播種する。間引きして株間を調整。酸性土壌が嫌いpH6.0-6.5。 大丈夫か ?
・サトイモ   先輩の言うことを聞く。
・太陽光土壌殺菌  暑い時期に透明マルチで覆つて1ケ月ほどおく。からし菜などすき込むと効果的。
・コンパニオンプランツ  アブラナ科が虫の餌食になるので特に注意。ネギ、ニラ、バジル、マリーゴールド、タイムなど
・酸度の調整は、堆肥または牡蠣殻石灰、卵がらを使用する。

単そうな を調べた。特に春は、 の`で、 卜を購入して植え付ける。めてなので、できるだけ

孝Z



2025年 12月 22日

氏名 :作中秀行 2025年度 特別コース 栽培報告書

1

5

6

3～ 4月 、直すじ播、間引きに手間取るも順調に生育した。初めての収穫物。

引きに手間取るも)贋調に生育した。かぶと同じく初めての収穫物。

コメント

11

ニ ョ‐―ルイン

月ヽカ

し のツ

2 イよう

4

草

◎

×

○

×

△

×

O

れん草

順調に |こイま至で生 <fし

丸く たが月ヽぶなっ り。

た。

定植はうまくいくが、直播は水不足で枯れる。

ロッコリー

6月 、2回 目を撒くが発芽せず。暑さか、水やり不足。

3～ 4月 、

11月 、暑さも和らいだ

3～ 4 ツ

しヽ

のツ

とった後で食べてみた。美味しい。

7

8 ナ ス

9 きゅうり ◎

10 モロヘイヤ ◎

11 スナックエンドウ ×

12 サトイモ ◎

13 生姜
|

9月 にポント播種したものを定植するが、全てネキリムシ被害に。やり直したが時遅く未だ収穫できず。

100均商品であつたが、順調に育ち、多くを収穫した。飽きたので最後はジャムにして消費。絶品。

始めはあまり生育が良くなかったが、夏になって急激に成長した。9月 まで順調に収穫ができた。

ンの被害にあうも、アルミ箔や銀テープで防御した。夏になつて順調に収穫できた。

が大きく育つ。夏の間ずつと収穫できた。少し植えすぎたので、程々が良い。

3月 直播、植える時期が遅かったが成長した。途中からうどん粉病にやられる。ほとんど収穫できず。

夏までマルチを使用。順調に育った。自分では満足。水やりと土寄せと追肥を早めに心がけたい。

くる。頂いた株を5つに てサトイモの

14 オクラ

◎

◎ 隅に3本植えたが順調に生育、収穫もそれなり|こできた。アブラムシ被害が多い。

15 ダイコン | ◎ 10月 直播、順調に育ち収穫もできた。大きい野菜なので難しいと思つたが案外簡単であつた。

16

17

に

未だ、芽が弱々しいが順調11月 ポット播種カ

10月 いものとた。

中。

もヽの

○ 1虫よけのつもりであちこちに播種、成長したが、ほとんど収穫はしていない。

11

くfい

◎白

18 9 で しみ。

◎

く◎

23

るヽ。

24 ニ フ

未だ収穫の 中であるが

19 ベビーリーフ

でき

でも

1こ

ファームで販売していたもの ら周 囲

は30cm以上の

て し

20

211

評価 !◎非常に良い ○良い △不良  ×失敗  ―作付けせず

の

プランター栽培以外の経験がなかったので、一人でやる農作業は初めての経験。先輩の話を聞いたり、

Youtubeを見たりして、見様見真似でスター トする。

春野菜は概ね上手く言ったように思う。ただし、キャベツとブロッコリーは追肥のやり方が悪かったのか、途

中からあまり生育 しなくなった。来年の課題である。ナスとキュウリは途中生育が止まったが、 リーダーから指
導された追肥 した。結果、見事に復活して実を良く実らせた。飽きるほど取れるので植える本数は少なくても良

いと思う。 ミニ トマ トも良くとれたが、後半、タバコガにやられる。実をやられるのは多少我慢 しても、花を全

て食い散らかすのはいただけない。対策は日の出の前に幼虫を見つけて駆除するらしいが実践は中々難 しい。サ

トイモはマルチを使用していることもあり追肥をしなかった。今後は夏前にマルチを剥がして、追肥と上寄せを

したほうが良いと思う。

夏が長かったので、秋冬野菜への切 り替えタイミングが難しかった。早く植えても暑さで発芽 しなかったり、

乾燥で枯れてしまうようだ。さりとて、のんびりすると冬に向けての成長が悪い。夏は虫の活動が活発で、ネキ

リムシ被害にあうと全滅するので辛い。やり直しても時期が遅れてしまう。秋冬野菜は、できるだけポット播種

して、ある程度成長してから定植するのが良いだろう。来年の課題。

マルチと防虫ネットをよく使用 した。マルチは地温を高めるので寒い時期には特に有効だと思う。また、雑草

を取らなくてよいのは良い。一方でマルチや防虫ネットの脇から生えてくる雑草は取りづらい。防虫ネットは虫

よけに確実に効果があったと思う。まあ、少しは紛れ込むが。

土作 りは、初期の段階で馬糞と牛糞、鶏糞、卵の殻を使用した。追肥はあまりしなかった。野菜次第であるこ

とを学んだ。土は、途中からスコップを深 く入れ耕すようにした。下層はカチカチに固結 している。上層と下層

を入れ替えるつもりでやる。下層は固結 しているので砕 くのが大変である。また、上の消毒を心がけた。透明マ

孝3



::革孝季導
|―| li 

―
| |'

|― |か ||||

玲
正掌tt

慕
ゝ
ゼ ま

∫

績

【，
ｒ
ｒ
▼ 静

一一一一一一一一一一一一一．一一・・一一一一一一一一一一一一・・一一・．一一一一一一一・一一一・一一一一

゛

ず

デ

1為|

F

離
k

寺

一
妙

一

一
や
く
ｆ
■
　
．　
・

竜ヽ
４
１

一．

鷲

(~‐

ヽ ぞ

準

．

逮
■

一

甍積轟「普姜

イギ



孝も
~



氏名:′↓ヽ澪 未 実 年度 特別コース 栽培計画書

(0  沼側 tO

ユ。こS年 9月 14日

ヽO

建。■6

0 0

区画面積
6.lrnX2.6m
15.9ぽ
4.81坪

ユ0宅 J

み ①

木文 邑

(4～ 7罵)

千k

“

 ワ・`

(q ～12R)

審

ゲロッ主リー

(8～ 2島 )

O
葬擁オヒ左

('～ ‖月)

り

Cュク″ヾ

(4～
'IR)

③

■等
(4～ II R)

区画
番号
3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

①
柱
一線 ユ躇寝

げ
一絡 確

リー

O
デロッコ

額 引又 変 一

を

③
持オと

活猛 ↓曜
″ヾ

O し，
ぅ　一樹 韓

巴 守

⑥ 櫂 甘 黛

由など

ti不刀めて

'ぎ
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栽培作物 評価 コメント
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